
生食液の混注可能量 

 

容器の混注可能量は以下の通りです 

 

 
《ご利⽤上の注意》  
● 参考情報としてご利⽤いただくことを⽬的としており、他注射薬との混注を推奨するも

のではありません。 
● 混注を⾏う場合は，内容液が汚染されないよう常に清潔操作を⼼がけてください。また，

あらかじめ各注射剤の添付⽂書を必ずご確認ください。 
● 混注により容器内圧が上がっている場合，針刺し時に内容液の噴き出し等を⽣じること

があります。 


